
 

 

 

み な み

南
し よ う

小の
や く

約
そ く

束 

   みなさんが
た の

楽しく
き

気
も

持ちよく
す

過ごすために、
い

以
か

下のきまりを
ま も

守りましょう。 

 

１ 
とう

登
げ

下
こう

校 

・
おう

横
だん

断
ほ

歩
どう

道は
て

手を
あ

挙げてすばやくわたる。わたりきった
はん

班から１
れつ

列になり
ほ

歩
こう

行する。 

・
どう

道
ろ

路は、一列
いちれつ

で車道
しゃどう

から遠
とお

い方
ほう

を歩
ある

く。白線
はくせん

の内側
うちがわ

を歩
ある

く。 

・
ひと

一
り

人
ある

歩きの
じ

時
かん

間が
みじか

短 くなるように、できる
かぎ

限り
ふく

複
すう

数で
げ

下
こう

校する。広
ひろ

がらない。 

・外
そと

靴
ぐつ

のかかとを揃
そろ

えて置
お

く。 

 

２ 
やす

休み
じ

時
かん

間【
ぎよう

業
かん

間、
ひる

昼
やす

休み】 

・
つぎ

次の
じ

時
かん

間の
がく

学
しゆう

習
じゆん

準
び

備をしてから
やす

休み
じ

時
かん

間に
はい

入る。 

・終
お

わりのチャイムが鳴
な

ったら速
すみ

やかに戻
もど

る。 

・廊下
ろ う か

や階段
かいだん

では右側
みぎがわ

通行
つうこう

で歩
ある

き、私語
し ご

は慎
つつし

む。（廊下
ろ う か

は通路
つ う ろ

） 

・
そと

外で
あそ

遊ぶ時は、
こう

紅
はく

白
ぼう

帽
し

子を
ちやく

着
よう

用する。 

・勝手
か っ て

に他
ほか

の教室
きょうしつ

や特別
とくべつ

教室
きょうしつ

へ入
はい

らない。 

 

３ 
も

持ち
もの

物と
ふく

服
そう

装 

・
がく

学
しゆう

習 や
がつ

学
こう

校
せい

生
かつ

活に
ひつ

必
よう

要のないものは
も

持ってこない。（トラブルの未然
み ぜ ん

防止
ぼ う し

、安全面
あんぜんめん

） 

（
た

食べ
もの

物、
あそ

遊び
どう

道
ぐ

具、
は

刃
もの

物、
こう

交
かん

換
につ

日
き

記、キーホルダー、手紙
て が み

、アクセサリーなど） 

・
つう

通
がく

学
ぼう

帽
し

子を
ちやく

着
よう

用する。 

・
がつ

学
こう

校
ない

内で
な

名
ふだ

札を
み

見えるところに
つ

付ける。
な

名
ふだ

札にシールを
は

貼らない。 

 帰
かえ

りは学校
がっこう

で保管
ほ か ん

する。 

・ハンカチ、ちり
がみ

紙を
けい

携
たい

帯する。
なな

斜めがけにしなければならないようなポーチはひも

が
から

絡まったり
ひ

引っかかったりして
き

危
けん

険であることが
かんが

考 えられるため、
さ

避ける。 

・
がく

学
しゆう

習 に
し

支
しよう

障 が
で

出るような
けい

形
じよう

状 の
ふで

筆
ばこ

箱、
がく

学
しゆう

習
よう

用
ぐ

具は
も

持ってこない。 

・
も

持ち
もの

物には
すべ

全て
き

記
めい

名する。 

 ・学年
がくねん

で決
き

められたランドセルの向
む

きで置
お

く。 

 ・厚手
あ つ で

の上着
う わ ぎ

は校内
こうない

で着用
ちゃくよう

しない。（健康
けんこう

な体
からだ

を作
つく

るために） 

４ 
がく

学
しゆう

習  



・
ただ

正しい
し

姿
せい

勢で
すわ

座る。 

・
か

家
てい

庭
がく

学
しゆう

習 をし、
べん

勉
きよう

強 したことを
ふく

復
しゆう

習 する。 

 ・学習
がくしゅう

用具
よ う ぐ

は定位置
て い い ち

に戻
もど

す。（個人
こ じ ん

ボックスやロッカーなど） 

 

５ 
じゆ

授
ぎよう

業  

 ・友達
ともだち

とのものの貸
か

し借
か

りはしない。 

・
かなら

必 ず
えん

鉛
ぴつ

筆を
し

使
よう

用する。シャープペンシル、
けい

蛍
こう

光ペンは
も

持ってこない。 

 （適度
て き ど

な筆圧
ひつあつ

を身
み

に付
つ

けるため、トラブルの未然
み ぜ ん

防止
ぼ う し

など） 

・
ふで

筆
ばこ

箱には、次
つぎ

のものを準備
じゅんび

する。 

①
なが

長さが
じゆう

十
ぶん

分で
けず

削った
えん

鉛
ぴつ

筆５～６
ほん

本 ②
け

消しやすい
け

消しゴム１つ 

③
あか

赤
あお

青
えん

鉛
ぴつ

筆 ④
な

名
まえ

前ペン ⑤
じよう

定
ぎ

規 

 ・体育
たいいく

の授業
じゅぎょう

の際
さい

、髪
かみ

が長
なが

い児童
じ ど う

は髪
かみ

を止
と

めたり、髪
かみ

ゴムでまとめたりする。 

 

６ 
ほう

放
か

課後
ご およ

及び
きゆう

休
じつ

日 

・子
こ

どもだけでのプレゼント、カードの
こう

交
かん

換、ものやお金
かね

の
か

貸し
か

借りをしない。 

・学校
がっこう

に忘れ物
わす  もの

を取
と

りに来
こ

ない。（持
も

ちかえる物
もの

をしっかり確認
かくにん

する） 

・
じ

自
てん

転
しや

車
し

使
よう

用
はん

範
い

囲の
め

目
やす

安を
まも

守る。 
てい

低
がく

学
ねん

年   
じ

自
ぶん

分の
いえ

家の
きん

近
じよ

所 
ちゆう

中
がく

学
ねん

年   
じ

自
ぶん

分の
す

住んでいる
ち

地
く

区（
れい

例 もねの
さと

里３
ちよう

丁
め

目、
もの

物
い

井など） 
こう

高
がく

学
ねん

年   
みなみ

南
しよう

小 の
がつ

学
く

区 

※
はん

範
い

囲
い

以
がい

外のところに
い

行く時は、
かなら

必 ず
おや

親の
きよ

許
か

可を
と

取る。 

 

・
き

帰
たく

宅
ほう

放
そう

送は家
いえ

で聞
き

く。（聞
き

けるように余裕
よ ゆ う

をもって時間前
じかんまえ

に帰
かえ

りましょう） 

４月１
にち

日～ ８月３１
にち

日・・・
ご

午
ご

後4時 50
ふん

分 

９月１
にち

日～１０月３１
にち

日・・・
ご

午
ご

後4時 30
ふん

分 

１１月１
にち

日～ １月３１
にち

日・・・
ご

午
ご

後4時 

２月１
にち

日～ ３月３１
にち

日・・・
ご

午
ご

後4時 30
ふん

分 

 


